
自己の生き方について再考し、学びを生かそうとする児童の育成 

～自己の考えを深めるノートの活用と評価方法の工夫を通して～ 
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Ⅰ テーマ設定の理由 

 小学校学習指導要領「特別の教科道徳」（平成２９年度改訂）の「評価の基本的態度」に、「道徳科

は、道徳教育の目標に基づき、各教科、外国語活動、総合的な学習の時間及び特別活動における道徳

教育と密接な関連を図りながら、計画的、発展的な指導によって道徳性を養うこと」と示されている。

また、「評価の意義」について、「児童にとっては、自らの成長を実感し意欲の向上につなげていくも

のであり、教師にとっては、指導の目標や計画、指導方法の改善・充実に取り組むための資料となる

もの」と示されている。 

 本校の児童の実態として、友達の意見や考えに頼ってしまい、主体的に考えることが十分にできて

いなかったり、自ら率先して動くのではなく、誰かがやるだろうと周囲をうかがい指示を待つことが

多かったりするなど、意欲的に取り組む児童が少ないという課題がある。 

 これらのことを踏まえ、本校では、道徳教育とそれ以外の活動との関連を図りながら、児童が意欲

的に取り組み自己の考えを深める仕組みが必要であると考えた。そこで、主題を「自己の生き方につ

いて再考し、学びを生かそうとする児童の育成」とし、自己の考えを深めるようノートを活用したり、

自らの成長を実感し意欲の向上につながるよう、ノートの記述の蓄積を基に評価を行ったりして研究

を進めてきた。 

 

Ⅱ 研究の内容 

１ 重点的に扱う内容項目の選定 

 自己の生き方について再考し、学びを生かそうと意欲的に取り組む態度を育てるため、本年度の本

校道徳科の指導の重点を次のように設定した。 

 

 

 

 

 

 

 学年の実態に応じて適切な時期に重点項目を

扱えるよう計画するために、まず、校長が定める

学校経営方針を基に、学校としての重点項目を選

定した。これを踏まえ、各学年の実態に応じて、

さらに学年ごとに重点項目を絞った。（表１）こ

うして選定した重点項目を扱う際には、ノートの

児童の考えをよく見取り、児童のよりよい生き方

を求めていく努力を認め励ましたり、児童の考え

がさらに深まるよう問い返すコメントを残した

りする手立てを講じてきた。 

 

＜表１ 各学年の重点的に扱う内容項目＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

・校長の方針を基に、道徳教育推進教師を中心に組織的に取り組み、道徳的な判断力、心情、実践意 

欲と態度を育てるため、学年の実態に応じて適切な時期に重点項目を扱えるよう計画し実践する。 

・物事を多面的・多角的に考え、自己の生き方についての考えを深めるように手立てを工夫し、授業  

改善を図る。 

・家庭や地域社会と連携し、道徳教育の重要性に関する啓発を行い、道徳教育の推進に努める。  

 

内容 価値項目 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

A 自分自身 正直、誠実 ◯  ◯ ◯ ◯  

B 人との 

関わり 

親切、思いやり ◯ ◯ ◯    

感謝  ◯    ◯ 

礼儀 ◯    ◯  

友情、信頼 ◯   ◯ ◯  

相互理解、寛容    ◯  ◯ 

C 集団や社会 

との関わり 

公正、公平、社会正義  ◯ ◯ ◯   

勤労、公共の精神  ◯   ◯  

よりよい学校生活、集団生活の充実 ◯ ◯ ◯   ◯ 

D 生命や自然  

崇高なもの 

生命の尊さ ◯ ◯ ◯ ◯   

自然愛護  ◯ ◯  ◯  

よりよく生きる喜び     ◯ ◯ 
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２ 実施時期の設定 

 道徳科での学びを学校生活に生かすよう、学校行事等を見据えて道徳科で扱う内容項目の実施時期

を計画した。（図１）例えば、５年生では、総合的な学習の時間に、地域の方に指導いただき、種まき、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ノートを生かした評価の工夫 

 本校の児童の実態を踏まえ、自己の考えを深めるノートの活用例とノートの記述に基づく評価の仕

方について、組織的・計画的に行うよう全校で共通理解して取り組んでいる。まず、ノートの活用方

法については、校内研修で道徳教育推進教師が中心となり、使い方の共通理解を図ってきた。 

ノートの記述内容ついては、道徳科の目標に

照らして次の３つに整理した。具体的には、ア）

価値の方向付けと価値理解に係る部分、イ）物

事を多面的・多角的に考える部分。ウ）自己を

見つめ、自己の生き方についての考えを深める

部分である。（図２）これらをノートに記述する

ことで、道徳的諸価値についての理解を基に、

自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、

自己の生き方についての考えを深める学習へと

つなげている。教師としては、このようなノー

トの蓄積から児童の変容をもれなく見取り、評

価を進めている。 

なお、本校道徳科の評価は個人内の成長の過程を重視して表現できるよう、文章を前半の「年間の

道徳の授業全体を通して見取ったことを大くくりに記述する部分」と後半の「児童の変容を記述する

部分」に分けて記述している。授業での発言や話し合いでの様子の他に、ノートの見取りから児童一

人一人の変容をつかみ個人内評価につなげている。 
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＜図２ ノート記述内容＞ 

田植え、稲刈り、もみすりといった米づ

くりを経験していく。種まきでは、地域

の方と初顔合わせとなるため、その前に、

道徳の授業で「礼儀」に関する内容項目

を扱った。また、田植えでは、自然のす

ばらしさに感動し、積極的に自然を大切

にすることが重要であることに気付き、

活動に生かせるよう、事前に、「自然愛護」

に関する内容項目を扱った。他にも、学

校行事の前に、それに関わる内容項目を

扱い、児童が道徳科の学びを学校生活に

生かせるようにした。各学年においても、

同様の計画をして、学年の実態に応じた

取り組みへとつなげている。 

 

＜図１ 実施時期について（５年生）＞ 
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４ ノートを活用した実践事例 

 低学年の実践として、今までの自分とこれからの自分を問うことで、授業で学んだことを生かして、

自分ごととして考え、振り返ることができていた。例えば、図３の自然愛護では、動植物をいつくし

む気持ちが表れたり、図４の公正、公平、社会正義では、一部の友達だけではなく、誰に対しても優

しくしようとする気持ちが表れたりした。 

 

 

 

 

 

 

 

中、高学年の実践では、道徳の学習でまとめた児童の考えを教師が見取り、問い返しを行って、も

う一度児童が考える時間を設定した例を示す。授業中に道徳的価値を自分ごととして捉え、考えをま

とめることが十分にできていなかった児童でも、図５のように、教師が具体的な考えを書くよう促し

たり、児童の考えに共感したりすることで、児童の考えがより具体的に、より深くなっていくことが

確認できた。また、授業を行ってから少し時間が経ちもう一度考え直すことで、より児童の生活に沿

った考えになっていくことが分かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 教師はノートを手がかりに、児童のよりよい生き方を求めていく努力を認め励ましたり、児童の考

えに問い返してさらにその考えを深めたりすることができる。ノートの記述を基に評価を行うことで、

個々の児童が自らの成長を実感し、意欲的に取り組もうとすることにつなげられると考える。 

 

Ⅲ 研究の成果と今後の課題 

１ 研究の成果 

◯道徳の実施時期を検討し実践したことで、児童が道徳科の学びを学校生活に生かすことができた。 

◯ノートを活用し、児童の考えに対して教師が励ましたり、問い返して児童の考えを深めたりする

ことで、教師は児童をもれなく見取りながら成長を促す評価を行うことができた。 

 

２ 今後の課題 

◯道徳科の評価について、学校全体でさらに学習評価の妥当性が保たれるよう、ノートの記述や実

践事例を蓄積し共有しながら、さらなる充実に努めたい。 

＜図３ 低学年児童の振り返り（自然愛護）＞ ＜図４ 低学年児童の振り返り（公正、公平、社会正義）＞ 

＜図５ 中、高学年児童の振り返り（礼儀）＞ 

教師の問い返し 
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